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微視構造制御による高性能・高機能な 
複合材料構造の創製

複合材料／材料機能創製／計算力学／バイオマテリアル／バイオメカニクスキーワード

微視構造制御により高性能な複合材料構
造を実現するだけでなく、使用時は劣化を
抑制し廃棄時には無害に溶けて地球環境
に戻る機能、宇宙空間での長期使用時に
不可欠と考えられる損傷を自己修復でき
る機能、骨欠損部の代替物として必要な
力学特性を持つ生体吸収性の細胞足場機
能、に関する知見を実用化に結び付けてい
きたいと考えております。

最先端航空機のみならず次世代自動車等への利用が進められている繊維強化プラスチック（FRP）等の複合材料では、母材き裂・界面はく離・繊維破
断などの損傷が材料内各所で発生・成長・集積し、これらが複雑に相互作用しながら破壊に至る。そのため、微視構造制御による高い信頼性の確保
や新機能の付与が期待されている。本研究では、現象の本質をとらえるモデル実験と微視的損傷間の相互作用を精度良く記述可能なメゾメカニクス
シミュレーションをベースに、複合材料が用途に応じて能力を最大限発揮しうる微視構造制御方法・成型方法の提案に取り組むと同時に、新しい機能

（地球に優しい・自己修復できる・再生医療に使える）の創製にアプローチしている。

【図の説明】複合材料においては、
強化材と母材の界面での接着・摩
擦特性がマクロな変形・破壊特性
に特に大きく影響を及ぼす。その
ため、用途に応じた最適な界面状
態の設計が、複合材料高性能化・
高機能化のために不可欠である。
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